
見つけたVーノ 

雪上カルタ大会 子とも達の人気を集めた かまくら 

い
ま
し
た
。
 

十

一
日
に
は
、
 

市
民
文
化
会
館

で
歌
謡

・
津
軽

民
謡

・
津
軽
民

謡
手
踊
コ
ン
ク
 

ー
ル
が
行
わ
れ
、
 

西
北
五
か
ら
約

百
人
が
出
場
、
 

満
員
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
 

市 民 憲 章 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

Lげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります戸 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 
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五
所
川
原
雪
ま
つ
り
が
二
月

九
、
十

一
日
の
二
日
間
の
日
程

で
市
役
所
前
お
祭
り
広
場
を
主

会
場
に
開
か
れ
、
家
族
づ
れ
な

ど
約
三
千
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
観
光

協
会

（三
上
理
会
長
）
が
主
催

し
、
市
が
後
援
で
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
初
日
は
、
午
前

十

一
時
か
ら
の
開
会
式
後
、
雪

上
親
子
綱
引
き
大
会
、
雪
上
カ

ル
タ
大
会
、
ズ
グ
リ
回
し
大
会
、
 

た
こ
上
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

今
年
は
綱
引
き
に
九
組
、
雪

上
カ
ル
タ
に
二
十
三
組
、
ズ
グ

リ
回
し
に
十
八
組
、
そ
し
て
た

こ
上
げ
に
五
十
四
人
が
参
加
。
 

参
加
者
は
、
時
折
吹
雪
も
よ
う

と
な
る
天
候
に
も
め
げ
ず
奮
闘
。
 

見
守
る
観
衆
か
ら
盛
ん
な
声
援

を
受
け
で

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
お
祭
り
広
場
に
は
氷

の
彫
刻
が
六
点
、
か
ま
く
ら
や

雪
灯
ろ
う
が
六
基
、
雪
の
す
べ

り
台

一
基
、
市
内
各
地
に
雪
像

五
基
が
作
ら
れ
人
気
を
集
め
て
 

、
 

日 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
。
 

第
一
日
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
 

ー
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
う

ー
 

、 

しかわら 
発行 五所川原市 

〒037 
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Volunteer 

「自ら進ん 

んである任

務につくこ

とを申し出

る人。有志」 

という憩！末

です。 

“
ブ
，
‘
J
事
？J
'
,“
片I

“
了ニI
ー
 

五
所
川
原
点
訳
朗
読
奉
仕
会
 

 

書
館
か
 

 

諭
 

線
獄
 

会
 

、
・
『
H
『
「
 

子
 
の
委

託
 

"
'
  

浜
 
て
お

り
、
 

横
 
会

員
達
 

は
仕
事
 

と
家
事
 

一
 

一
 

《
 

一
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
 
ア

後
 
進
 
国
 
日
 
本
 

三
三
三
三三
三
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

日
本
は
“
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
後

進
国
）
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
 

「現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
人
は
九
智
」
と
い
う

調
査
結
果
（
総
理
府
昭
和
五
十

八
年
）
は
、
諸
外
国
と
比
較
す

る
ま
で
も
な
く
寂
し

い
数
字
で

す
。
し
か
し
、
日
本
人
が
昔
か

ら
奉
仕
の
精
神
が
希
薄
だ
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

三
三
三
」
三
三一
三三
三
三
三
三
三三
三
三
三
三三
 

昔
 
は
 
あ
 
っ
 
た
 

“助
け
合
い
の
文
化
一
 

一
三
三
」三
一三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

田
植
え
ゃ
収
穫
の
時
期
に
な

る
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
共
同
作
 

業
を
す
る
よ
う
に
、
本
来
、
日
 
 

本
人
は
農
耕
民
族
と
し
て
の
、
 

“助
け
合
い
の
文
化
）
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
工
業

化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
個
人

の
豊
か
さ
を
追
求
す
る
よ
う
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
、
他
人
と

の
か
か
わ
り
合
い
が
減
り
、
助

け
合
い
の
精
神
が
だ
ん
だ
ん
と

薄
ら
い
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
 

国
民
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
 

余
暇
時
間
が
比
較
的
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、
自
分
自
身
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
か

の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
人
達
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
活
動
し
て
よ
か
っ
た

と
答
え
、
そ
の
理
由
と
し

て
次

の
よ
う
な
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
 

o

思
い
や
り
の
気
持
ち
が
深
ま

っ
た
 
 

O
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

〇
世
間
へ
の
見
方
が
広
ま
っ
た
 

o

周
囲
の
人
と
の
共
通
の
話
題

が
で
き
た
 

o

人
間
性
が
豊
か
に
な
っ
た

こ
の
よ
う
に
、
他
人
の
身
に

な
っ
て
自
発
的
に
社
会
活
動
を

す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
自
分

自
身
の
成
長
に
も

つ
な
が
る
も

の
で
す
。
 

三
三
三
三
三
三
三三
三
三
三
三
三三
三
三
三
三一
 

ボ
 ラ
ン
 
テ
 
ィ
 ア

活
 
動
 
の
 
動
 
機
 

三
三
三
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
童
 

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
人
達
は
、

い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
動
機
で
始
め
た

の
で
し
ょ
う
。
前
出
の
総
理
府

調
査
（
複
数
回
答
）
で
は
、
社

会
の
た
め
に
何
か
役
立
ち
た
か

っ
た
か
ら

（三
四
督
）
、
人
か

ら
す
す
め
ら
れ
た
か
ら

（二
三
 
 

智
）
、

立
場
上

や
む
を
え
ず
 

（
二
二
督
）
、
福
祉
問
題
が
身

近
に
起
き
て
い
る
か
ら

（
一
三

智
）
、
自
分
の
技
術
、
能
力
、
 

経
験
を
生
か
し

た
か
っ
た
か
ら
 

（
一
三
智
）
と
い
う
よ
う
な
答

え
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
点
訳
朗
読
奉
仕

会

（
横
浜
礼
子
代
表
 
会
員

四
〇
人
）
は
、
O
L
や
会
社

員
な
ど

の
働
く
主
婦
が
中
心

と
な
っ
て
作
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
 

毎
月
一
回
行
わ
れ
る
市
中

央
公
民
館
で

の
例
会
で
は
、
 

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

り
、
資
料
を
使
っ
て
点
訳
の

新
し

い
基
準
や
朗
読
方
法
を

勉
強
す
る
な
ど
研
修
に
励
ん

で
い
ま
す
。
 

同
会
で
は
、
県
立
点
字
図
 
 

の
合
間
を
ぬ
っ

て
各
自
が

コ

ツ
コ
ツ
と
点
訳
と
朗
読
に
励

ん
で
い
る
ほ
か
、
五
十
七
年

か
ら
は
月
二
回
発
行
さ
れ
て

い
る
「
市
広
報
」
を
校
正
刷

り
の
段
階
で

テ
ー
プ
に
録
音
。
 

「声
の
広
報
」
と
し
て
一
般

家
庭
へ

の
配
布
と
ほ
ぼ
同
時

に
配
り
、
市
内
の
目
の
不
自

由
な
人
達
か
ら
は
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
持
て
る
と
大

変
好
評
で
す
。
 

ま
た
同
会
で
は
、
目
の
不

自
由
な
人
達
と
の
ス
キ
ン
、
ン
 
 ッ

プ
に
も
力
を
入
れ
、
中
途

失
明
者
の
点
字
訓
練
に
は
会

員
持
ち
回
り
で
指
導
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
学
校
を
卒
業
、
 

開
業
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た

人
も
い
ま
す
0
 

さ
ら
に
、
昨
年
四
月
か
ら

会
員
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
ミ
ニ
新
聞
 
「ア
イ
ア
イ
」
 

を
発
行
、
 一
般
市
民
の
点
訳

活
動
理
解
に
も
役
立
た
せ
て

い
ま
す
。
 

横
浜
さ
ん
は
、
 
「活
動
を

続
け
て
い
る
う
ち
に
利
用
者

と
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り
や

り
が
い
が
あ
る
。
会
員
は
、
 

ほ
と
ん
ど
が
仕
事
を
も
っ

て

お
り
、
忙
し
い
人
が
多
い
の

で
、
自
分
達
の
で
き
る
範
囲

で
地
道
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

あ
な
た
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

ー
 
本
は

助
け
合
い

の
精
神

ー
 

最
近
、
 
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
と
、
何
か
特
別
な
こ
と
、
難
し
い
こ
と
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

つ

い
て
ま
わ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
本
来
、
人
間
な
ら
ば
だ
れ
も
が
持
っ

て
い
る
助
け
合

い
の
精
神
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
で
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
も
難
し

い
こ
と

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
社
会

の
つ
な
が
り
の
中
に
、
温
か
い
人
間
同
士
の
触
れ
合

い
を
求
め

て
平
等
の
人
間
関
係
の
中
で
、
自
発
的
に
他
人
の
身
に
な
っ
て
社
会
活
動
を
し
、

そ
の
こ
と
が

自
分
自
身
の
成
長

に
つ
な
が
る
ー
こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
な
の
で
す
。
 

r
 

r
 



西
北
五
地
区
交
流
会
で
は
、
 

手
話
通
訳
で
積
極
的
な
奉
仕

活
動
を
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
同
サ
ー
ク
ル
で
は

耳
の
不
自
由
な
人
達
が
医
師

の
診
察
を
受
け
る
場
合
な
ど
、
 

日
常
的
な
手
話
通
訳
の
奉
仕

活
動
も
行
っ
て
お
り
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

服
部
さ
ん
は
、
 
「公
的
な

機
関
に
手
話
通
訳

者
が
い
な

い
こ
と
や
、
い
つ
で
も
集
ま

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
な

い
の
が
悩
み
で
す
。
ま
た
、
 

会
員
も
女
性
が
多
い
た
め
、
 

結
婚
す
る
と
参
加
し
に
く
く

な
る
。
男
性
の
人
に
も
っ
と

加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
 

そ
し
て
、
耳
の
不
自
由
な
人

が
手
話
通
訳
者
を
必
要
と
し

て
い
る
時
に
、
い
つ
で
も
応

じ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
 
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

緯
断
加
員
夢
 

‘
ら
 

1
《
・
、
心ら
（？・A
マI
:
J

と
ゴ
三
一
 

ク
ル
ひ
ま
わ
り
 

三
 
、
 
了
『
 
『
 
ゴ
 
」
 

二
；
 
●『
 
『
 
1
 了
 
、
 
『
 

ゴ
 

議
」
）
証
勝
麟
議
「
 

五
所
川
原
手
話
サ
ー
ク
ル

ひ
ま
わ
り
（
服
部
聡
子
代
表

会
員
一
二
人
）
は
、

保
母

や
寮
母
、
公
務
員
な
ど
の
女

性
が
中
心
と
な
っ

て
作
っ
て
 

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
 

プ
で
す
。
 

同
サ
ー
ク
ル
は
、
耳
の
不

自
由
な
人
達
を
支
援
し
よ
う

と
六
年
程
前
に
発

足
。
毎
週
 

一
回
、
市
中

央
公
民
館

で
手
話
通

訳
の
研
修

に
励
ん
で

い
る
と
共
 

に
、
ろ
う

あ
者
協
会

が
毎
年
六

月
か
ら
十

一
月
に
か

け
て
中
央

公
民
館
で

開
い
て
い

る
手
話
講

習
会
と
、
 

月
一
回
開

い
て
い
る
 

舌通訳め研修に励む二「ひまわ

き廃而右端が服部聡子会長 

I ボランティア活動につい 

~ てのお問い合わせは、 

~ 市社会福祉協議会（か343 
~ 494番市内岩木町老人福 
~ 祉センター内）へどうぞ。 
L.. 

、
 

,
 

一三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
主
 

人
 
間
 
同
 
士
 
の

ふ
れ
あ
い
・
交
流
 

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

こ
の
よ
う
に
、
動
機
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
 
一
度
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
な

ら
ば
、
常
に
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
、
お
仕
着
せ
の
お

手
伝
い

に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
根
底
に
あ

る
も
の
ぼ
、
人
間
同
士
の
温
か

い
ふ
れ
あ
い
や
交
流
で
す
0
実

際
に
行
動
し

て
み
れ
ば
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
わ
た
し
た
ち

に
決
し
て
お
金
で
は
買
え
な
い
、
 

精
神
的
な
充
足
感
を
味
わ
わ
せ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
 

言
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
一
 

基
本
は

「
困
っ
て
い

る
人
の
お
手
伝
い
」
 

三
三
三
」
三
三
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

い
く
ら
頭
で
考
え
て
い
て
も
、
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
行
動
に
移
さ
な

け
れ
ば
な
ん
の
意
味
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
し

て
み
た
い
が
、

ど

う
や
っ
て
始
め
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
話
も

よ
く
聞
き
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
は
、
 

「困
っ
て
い
る
人
の
お
手
伝

い
 
 

を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で

す
か
ら
、
身
近
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い

れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は

一
人
で

も
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
す
。
 

ま
た
、
身
近
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
 
 

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
参
加
す
る

の
も
よ
い
方
法
で
し
ょ
う
。
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
わ
た

し
た
ち
の
生
活
と
行
動
の
中
に

溶
け
込
ま
せ
る
ー
。
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
、
わ
た
し
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

他
人
事
と
せ
ず
、
自
分
自
身
の
 
 

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
 

一
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

市

内
の
 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
 
ア
 

三
三
三
三
三
三
三
昌
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
 

現
在
、
市
内
に
は
数
多
く
の

ざ

フ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
個

人
が
あ
り
、
熱
心
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
か
ら
、
 
「五
所
川
原

点
訳
朗
読
奉
仕
会
」
、
「五
所
川

原
手
話
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
」
 

の
ニ
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し

ま

す
。
 

③ 昭和61年（1986年） 3月1日 	 広報こ・Lしょがわら 	 （第610号） 

あむおも蒙りンり寸ワの柳固罵むり臼営あか g 
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（第610号） ④ 

ツ費圏るつ 
賞
 

労
 

功
 

賞
に
 

ッ
ん
 

つ
、
さ

ポ
ー
く
 

市
竹
 

昭和61年（1986年） 3 月1日 	 広報ごしょがわら 

社
会
福
祉
に
と
 

市
内
七
ッ
館
の
工
藤
文
男
さ
 

1
0万
円
寄
付
 

七
ッ
館
の
エ
藤
さ
ん
 

ん
は
二
月
三
日
、
市
役
所
を
訪

れ
社
会
福
祉

の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
十
万
円
を
寄
付

森
田
市
長
に

手
渡
さ
れ

ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
去
る

一
月
八
日
に

亡
く
な
っ
た
母
ユ
ミ
さ
ん
へ
供

え
ら
れ
た
香
典
の
一
部
を
贈
っ

た
も
の
で
、
市
で
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に
預
託

し
ま
し
た
。
 

一
 
行
政
相
談
員
委
嘱
さ
れ

る
 

一
人
欠
員
中
の
行
政
相
談
委
 

談
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
は
、
 

員
が
二
月
一
日
付
け
で
総
務
庁
 

秘
密
を
守
り
親
身
に
お
世
話
す
 

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
 

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

行
政
に
対
す
る
苦
情
等
の
相
談
 

た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
 

氏
名
 
川
村

昌
子
（旧
姓
小
嶋
）
 

す
る
も
の
で
、
相
談
は
無
料
で
 

住
所
 
敷
島
町

一
ー
四

口
頭
、
電
話
、
手
紙
い
ず
れ
の
 

電
話
 
⑨
ニ

五
一
九
番

方
法
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
決
まる
 

さ
き
に
 
「広
報
ご
し
ょ
が
わ
 
土
地
の
所
有

者
か
ら
選
ば
れ

ら
」
 
一月
十
五
日
号
で
お
知
ら
 
た
審
議
会
委

員
は
次
の
と
お
り

せ
し
た
駅
東
部
地
区
土
地
区
画
 
で

す
。
 
（
敬称
略
）
 

整
理
審
議
会
委
員
選
挙
は
、
届
 
寺
田
孫

一
郎
（
石
岡
）
、
三

出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
、
 

上
晴
男
・
福
士
勲

・
小
野
勝
章

選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
（
八
人
）
 
（
以
上

ー
ッ
谷
）
、
野
呂
邦
雄

を
超
え
な
い
の
で
、
投
票
は
行
 

・
野
呂
竹
藤
（
以
上
鎌
谷
町
）
 

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

昭
和
六
十
年
度
の
市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ボ

ー
ツ
賞
の
表
彰
式
を

ニ
月
ニ
十
ニ
日
、
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。
市
文
化
奨
励
賞
は
文
化
活
動
に
、
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
は
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
市
が
贈

る
も
の
で
、
表
彰
式
に
は
関
係
者
約
ニ
百
三
十
人
が

出
席
。
 

本
年
度
の
文
化
奨
励
賞
は
、
音
楽
振
興
に
寄
与
し
た
五
所
川
原
高
音
楽
部
が
五
十
一
年
度
か

ら
連
続
十
回
受
賞
し
た
ほ
か
、
個
人
三
十
人
、
五
団
体
、
五
回
受
賞
が

一
団
体
。
 

一
方
、
ス
ボ
ー
ッ
賞
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
竹
林
順
逸
さ
ん
に
功
労
賞
が
、
 

ま
た
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
ホ
ー
プ

ス
ミ
ニ
の
男
子
シ
ン
ク
ル
ス
優
勝
の
神
健
介
さ
ん
や

斎
藤
五
月
さ
ん
な
ど
個
人
四
＋
五
人
、
十
六
団
体
、
五
回
受
賞
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
で
は
個
人

一
人
ひ
と
り
と
団
体

に
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
後
、
高
橋
民
一
教

育
委
員
長
が

「今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
、
市
の
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ

ー
 

ツ
の
高
揚
に
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
、
市
長
代
理
の
前
田
義

則
市
監
査
委
員
と
市
議
長
代
理
の
石
岡
裕
副
議
長
が
、

そ
れ

ぞ
れ
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
南
小
の
斎
藤
五
月
さ
ん
が
、
 

1素
敵
な
賞
を
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
 

を
述

へ
式
を
終
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
り
 

（敬
称
略
）
 

文
化
奨
励
賞
 

★
個
人
 

◇
書
道
 
長
尾
千
穂
子

（
野
里

小
6
）
、横
嶋
美
香
（
二
中
1
）
、
 

中
川
潤
一
、
片
岡
敏
幸
（
同
中
 

2
）
、
片
岡
和
人
、
中
川
美
雪
 

（
同
中
3
）
、
横
嶋
美
由
起
（
五

高
2
）
、中
川
伸
吾
（
五
農
2
）
、
 

片
岡
節
子
（
二
中

l
）
、
片
岡

範
仁
（
同
中

3
）
、
工
藤
真
理

子
（
松
野
木
小
6
）
、
佐
々
木

八
重
子
（
同
小
5
）
、
寺
田
康

行
（
山
五
〈小
6
）
、
佐
々
木
敏
 

（幾
世
森
）
、
斎
藤
隆
蔵
（
旭

町
）
 

◇
俳
旬
原
田

友
美
（
南
小
5
）
、
 

瀬
川
瑞
之
、
佐
々
木
千
春

（同

小
6
）
、
三
上
清
蔵
（
五
所
川

原
俳
句
会
）
 

e
 



市文化奨励賞 
五所高音楽部が連続10回受賞 
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く二二市▽ ff 翼励費心一 

⑤
 

．
文
化
資
湧
の
振
り

起
こし
b
F一・
 

ー
公
開
講
演
会
を
開
ー
 

ー
青

年

会

議

所

ー
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

（
山
口
孝夫
理
事
長
）
で
は

二
月
＋
七
日
、
中
央
公
民
館

で
 
「明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
考
え
る
公
開
講
演

会
を
開
き
、
約
二
百
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

同
講
演
会
は
、
全
国
各
地

で
「
生
活
環
境
指
標
調
査
」
 

に
よ
る
実
践
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
法
政
大

学
教
授
の
松
下
主
土
一
先
生
を

講
師
に
、
 「
み
つ
め
よ
う
五

所
川
原
 
今
私
た
ち
の
ま
ち

は
…
」
 
をテ
ー
マ
に
開
催
。
 

松
下
先
生
は
 
「五
所
川
原

市
が
今
後
発
展
す
る
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
、
文
化
戦
略
が
あ

る
か
で
す
。
文
化
の
掘
り
起

こ
し
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

埋
も
れ
た
文
化
資
源
が
あ
る

は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。
必
ず
や
展
望

は
開
か
れ
ま
す
。
 “天
は
自

ら
助
く
も
の
を
助
く
〉
です
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

松下 圭一先生 

児
童
手
当
お
よ
び

児
童
扶
養
手
当

受
給
の
皆
さ
ん

へ
 

現
在
、
児
童
手
当
お
よ
び
児
・
支
給
期
に
も
ら
え
な
い
場
合
が

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
 
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
を
ノ

は
、

昨
年
の
所
得
を
忘
れ
な
い
 
こ
れ

に
つ
い
て
の
お
問
い
合

で
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
 
わ
せ
は
、
市
福
祉
事
務
所
児
童
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

係
（
●
⑩
一
一二

一
番
 
内
線
 

仮
に
、
申
告
を
さ
れ
な
い
と
  
二
四
三
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

◇
作
文
 
福
士
和
子
（
梅
泉
小
 

4
）
、山
田
安
希
子
（
南小
1
）
、
 

工
藤
拓
郎
（
七
ッ
館
小
2
)
 

◇
詩
吟
 
崎
野
清
蔵
（
津
軽
ァ

ス
ナ
ロ
短
歌
会
）
 

◇
標
語
 
藤
丸
ッ
ェ
（八
重
菊
）
 

◇
版
画
 
神
孝
彦
、
古
川
隆
司
 

（
田川
小
ー
）
 

◇
図
画
 
外
崎
冬
子

（
田川
小
 

6
)
 

◇
写
真
 
成
田
信
己
（五
高
2
)
 

◇
ェ
レ
ク
ト
ー
ン
 
福
士
華
織
 

（
中央
小
6
)
 

◇
囲
碁
 
佐
々
木
宏
文
（
日
本

棋
院
五
所
川
原
支
部
）
 

★
団
体
 

◇
囲
碁
 
日
本
棋
院
五
所
川
原

支
部
 

◇
書
道
 
五
所
川
原
第
二
中

◇
合
唱
五
所

川
原
高
音
楽
部
、
 

五
所
川
原
合
唱
団
、
五
所
川
原

マ
マ
コ
ー
ラ
ス
 

◇
五
回
受
賞
 
日
本
棋
院
五
所

川
原
支
部
 

◇
＋
回
受
賞
 
五
所
川
原
高
音

楽
部
 ス

ポ
ー
ツ賞
 

◇
功
労
賞
 
竹
林
順
逸
（飯
詰
）
 

★
個
人
 

◇
陸
上
 
太
田
テ
イ
子
（
身
障

者
福
祉
会
）
、
三
上
秀
幸
（
青

年
団
協
議
会
）
、小
山
内
弘

（
木

造
高
ー
）
、
小
田
桐
二
郎
（
同

校
3
）
、
堀
内
静
子

（五
工
高
 

1
）
、
 一
戸
美
乃
、
須
藤
広
美
 
 

（
一
中
ー
）
、
阿
部
珠
美
 

（
二
中
3
）
、佐
藤
寛
保
（
陸
上

競
技
協
会
 
五
一
高
教
員
）
、
 

安
田
信
昭
（
陸
上
競
技
協
会

木
造
高
教
員
）
、小
野
誘
子

（五

高
2
)
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
川
浪
泰
浩
 

（五
工
高
3
)
 

◇
卓
球

斎
藤
五
月
（
南小
2
）
、
 

神
健
介
、
古
川
史
子
、
工
藤
さ

く
ら
、田
中
幸
佐
（
同
小
3
）
、
 

斎
藤
佳
史
（

一
中
2
）
、
堀
内

美
和
（
三
中
2
）
、
境
谷
恭
子
 

（
東奥
女
高
1
）
、
工
藤
慶
人
 

（三
本
木
高
2
)
 

◇
庭
球
 
中
川
幸
子
、
小
野
靖

子
（
一
中
3
)
 

◇
銃
剣
道
 
土
岐
航
也
（
銃
剣

道
協
会
 
栄
小
3
）
、
工
藤
常

四
郎

（
銃
剣道
協
会
）
 

◇
柔
道
 
佐
々
木
貴
美
（
南
小
 

3
）
、小
野
鉄
広
（
五
商
高
2
）
、
 

佐
藤
順
一
 
（柔
道
会
）
、
成
田

光
（
八
戸
工
専
2
)
 

◇
相
撲
 
葛
西
二
三
彦
（
五
農

高
教
員
）
、
葛
西
老
彦
（
五
商

高
教
員
）
、
江
良
慈
彦
（
四
中
 

ー
）
、伊
東
勝
人
（
近大
4
）
、
 

高
橋
永
樹
（
日
大
2
)
 

◇
ウ
ェ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

長
峰
新
吾
（
五
工
高
3
）
、
館

山
隆
寿
、中
村
秀
治
（
同
高
2
)
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
中
村
孝
博
、
 

小
林
裕
一
郎
（
五
工
高
2
）
、
 

高
橋
典
子
（
五
一
高
2
)
 

◇
レ
ス
リ
ン
グ
 
古
川
修
、
小
 
 

坂
明

（
光
星
高3
）
、
石
岡
宏

康
（
同
校
ー
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ

川
口
真
史
（
青

商
高
3
)
 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 
乗
田

仁
志

（五
工
高
教
員
）
 

◇
五
回
受
賞

小
田
桐
二
郎
（
陸

上
競
技
）
、工
藤
慶
人

（
卓球
）
 

★
団
体
 

◇
卓
球
 
南
小
学
校
、
市
青
年

団
協
議
会
、
五
一
中
女
子
卓
球

部
、
五
一
中
男
子
卓
球
部
、
五

三
中
女
子
卓
球
部
 

◇
野
球
 
五
一
中
野
球
部

◇
ウ
ェ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

五
工
高
ウ
ェ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
 

◇
庭
球
 
五
一
中
庭
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
市
青
年
団

協
議
会
 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 
市
青

年
団
協
議
会
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 

◇
柔
道
 
五
農
高
柔
道
部
、
五

所
川
原
柔
道
会
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
工
高
少
林

寺
拳
法
部
、
五
一
高
少
林
寺
拳

法
部
 



I第610号） 	6 
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白
川
国
土
政
務
次
官
を
団
長

と
す
る
政
府
調
査
団
の
一
行
は

二
月
十
日
、
青
森
市
内
を
視
察

後
本
市
を
訪
れ
、
ま
ず
原
子
地

区
の
リ
ン
ゴ
園
を
視
察
。
白
川

政
務
次
官
は
、
二
U
近
い
雪
に

埋
も
れ
た
リ
ン
ゴ
の
木
の
枝
を

自
ら
手
で
持
ち
上
げ
な
が
ら
、
 

「す
ご
い
積
雪
だ
な
」
と
驚

い

た
様
子
で
、
森
田
市
長

や
川
島

康
平
北
地
方
農
林
事
務
所
長

の

リ
ン
ゴ
樹
の
枝
折
れ
な
ど
の
状
 

況
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
 

そ
の
後
、
松
島
団
地
の
除
排

雪
状
況
を
視
察
し
市
役
所
に
到

着
。
森
田
市
長
は
、
白
川
政
務

次
官
に
 
「除
排
雪
経
費
に
対
す

る
特
別
交
付
税
の
増
額
配

分
や

被
害
救
済
」
 
につ
い
て
の
陳
情

書
を
手
渡
す
と
と
も
に
、
写
真

を
見
せ
て
豪
雪
の
も
よ
う
を
更

に
印
象
づ
け
て
い
ま
し
た
。
 

白
川
政
務
次
官
は

視
察
を
終
 

え
て
、
 
「
豪
雪
に
よ
る
住
民
の

苦
労
は
大
変
な
も
の
と
思
う
。
 

財
政
面
の
負
担
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
除
排
雪
に
専
念
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
。
 

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
た

い
」
 
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
政
府
調
査
団
の

一
行
に
は
竹
内
梨

一
代
議
士
も

同
行
、
視
察
し
ま
し
た
。
 

') >i*ti)綴麗線JIIII麟齢夏稽嘉 3人目） 
’ 	一 	 繰議繊~ず 、 ’ 	 、 

川国土政務次官‘中決 J雄に陳情する窒田市長 
島，・‘1． 	 ~ー 呈、 

白
川
国
土
政
務
次
官
が
視
察
 

自
民
党
の
井
 
感

想
を
述
べ
、
二
H
近
い
雪
に

上
孝
災
害
対
策
 
埋

ま
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
に
驚
き

特
別
委
員
長
が
 
の
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

二
月
八
日
、
本
 
こ

の
後
、
松
島
団
地
や
石
岡

市
を
訪
れ
ま
し
 
団

地
を
見
て
回
り
、
 一
階
の
屋

た
。
 

根
ま
で
届
く
雪
に
改
め
て
驚
い

井
上
委
員
長
 
た
様
子
で

し
た
。
 

は
、
ま
ず
原
子
 
な
お
、

井
上
委
員
長
は
本
市

地
区
の
リ
ン
ゴ
 

の
視
察
に
先
立
ち
、

県
庁
で
北

園
を
視
察
。
森
 
村

知
事
や
森
田
市
長
な
ど
か
ら

田
市
長
や
川
島
 
「

除
排
雪
経
費
に
対
す
る
特
別

康
平
北
地
方
農
 
交

付
税
の
増
額
配
分
や
被
害
救

林
事
務
所
長
な
 
済

」
に

つ
い
て
の
陳
情
を
受
け

ど
の
説
明
を
聞
 

F
分
な
措
置
が

と
れ
る
よ
う
政

き
な
が
ら
 
「こ
 
府
に

伝
え
る
」
 
と
語
って
い
ま

ん
な
に
積
雪
が
 
し

た
。
 

多

い
と
は
思
わ
 

な
か
っ
た
」
 
と
 

自民党災害対策特別
委員長が’来市 



に
「
ハ
ー
イ
」
。
 

始
め
て
の
入
学

体
験
に
緊
張
気

味
の
新

一
年
生

達
も
、
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん

達
の
紙
芝
居
、
 

自
分
の
似
顔
絵

書
き
、
先
生
の

お
話
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
、
四
月

か
ら
の
学
校
生

活
に
夢
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
 

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
う
ち
、
毘
沙
門
小
学
校
 

（
工
藤
安
則
校
長
 
児
童
数
八

十
七
人
）
で
は
二
月
十
七
日
、
 

新

一
年
生
十
三
人
を
対
象
に

一

日
入
学
を
行

い
ま
し
た
。
 

工
藤
校
長
が
 
「四
月
に
は
み

ん
な
元
気
で
、
ま
た
こ
の
学
校

へ
来
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ

つ
す
る
と
、
子
ど
も
達
は
元
気
 

今
年
の
春
、
小
学
校
に
入
学

す
る
“
新

一
年
生
）
達
（
約
六

五
〇
人
）
を
対
象
と
し
た
 
「一

日
入
学
」
が
各
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

「
一
日
入
学
」
は
、
入
学
前

に
児
童
の
学
校
に
対
す
る
不
安

を
解
消
し
、
学
校
の
楽
し
さ
を

味
わ
わ
也
、
希
望
を
胸
に
喜
ん

で
学
校
に
来

て
も
ら
う
た
め
に
 

支
木
し

い
ひ
と
時
を
過
ご

す
ー
 

《

r
】

●・
！
■・
！
い
●
ノ
．

ー
 
、

【
，
【
 

彩
一
弁

生
力
ノ
ー
E
メ
与

）
 

1'.  
二’ー事ニ日入学 で目分の似顔絵き,書《くjぐも達 

ー 喜 

おかあさんは、ちかくに お

うだんほどうきょうが あるの

に、そこをわたらず くるまが

たくさんはしっている どうろ

を わたろうとした ぼくは

こおうだんほどうきょうを わ

たろうよでといった 

（よい、わるい） 

クイス“ユ 

ほこうしゃようの あお

しんごうが ついたり き

えたりしていたとき、いそ

いでわたろうとしている 

（よい、わるい） 

かくれんぼで

トラックの した

にある ダンボー 

ルに かくれてい

る 

（よい、わるい 

じてんしゃで せまいみちから

ひろいみちにでるとき、いそいで

いたけれど いったんとまって

みぎ、ひだりのあんぜんをよく

たしかめて ふといみちに でよ

うとしている 

fよい、わるい） 

どうろを あるくとき、と

もだちと ふざけっこをした

り ひろがってあるいている 

（よい、わるい） 

どうろが こんでいるし、 

じどうしゃが いっぱいとま

っているので、じどうしゃの

あいだを とおって ちかみ

ちをして どうろを わたっ

ている 

（よい、わるい） 

7 昭和61年（1986年） 3 月 1「 I 
	

広報ごしょがわら 
	

（第610号） 

クイズでこうつうあんぜんのきまりをおぼえよう 4がつから1!  
しょうがくせい 

いよいよ 4がつか

ら、しょうがくせい。 

がっこうまでの つう

がくろは もうおぼえ

たかい。きっと いま

まで あまりあるいた

ことのない みちを

かようこが おおいん

じゃないのかな。 

そこで、きみたちに

こうつうあんぜんの

クイズをだそう。 お

かあさんによんでもら

い よくかんがえて

こうつうあんぜんの

きまりを しっかり

おぼえようね。 

こたえは、よい わ

るいでこたえてね。そ

して、 ミなぜと わる

いのか どうすれば

よいのかを かんがえ

てみよう。 
（クイズの答えは 

10ページに掲載） 

、 



広報ごしょがわら 	 （第610号） ⑧ 昭和61年（1986年） 3月1日 

揺
れ
る
心
を
 

受
け
止
め
て
あ
げ
よ
う
 

家
出
少

年
発

見
保

護
活

動
強
化

月
間

ー
 

、市内から 
買いましょう 

ヂ”1ギプ 1十 
/、ー 《小‘ー 《中 

マイルドセブン 1箱（200円）につき、35円60銭が

たばこ消費税として市の収入になります。 

・お間い合わせは 市青少年対策室 

(ff⑩21 11番 内線355番）へどうぞ 

五所川原地区 BBS会 

非行防止は、まず家族のあいさつから 

「お早ようございます」 

「ありがとう」が、 

いつでもいえるように 

子どものうちから、しつけましょう 

BBS運動とはBig Brothers and Sisters 

Movement の略で非行や犯罪を犯してしま

った少年の立ち直りを助け、明るい社会をめざ

して非行問題と献身的に取り組んでいる青年

ボランティアの奉仕活動です。 ■場 所 働く婦人の家 

■展示品 陶器・松カサ細工・手芸・書道

卵モザイク ほか 

繊響羅撫鷲「 
市立西北中央病院精神科では、次の日程で 

精神科作業療法の作品展を開催します。 

多数のご来場をお待ちしています。 

．日 時 3月 14日 午前10時～午後7時 

15日 午前10時～午後3時 

休
日
・
夜
間

の
急
病
は
 

在
宅
医
師
の
紹
介
は

消
防
署
へ
 

公
⑩
ニ
〇
一
九
番
 

（
救
急
医療
部
会
）
 

進
級
、
卒
業
、
友
達
と
の
別

れ
…
。
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
 

早
春
の
三
月
は
、
希
望
の
季
節

の
到
来
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
心
は
期
待
と
不
安
に
揺
れ
動

い
て
い
ま
す
。
 

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
少

年
・
少
女

の
家
出
が
多
く
な
り
、
 

そ
し
て
そ
れ
が
非
行

へ
と
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
の

で
す
。
 

〈
デ
ー
タ
〉
 

昭
和
六
十
年
三
月
か
ら
四
月

ま
で
の
ー
か
月
間
に
実
施
し
た

春
の
 
「家
出
少
年
発
見
保
護
活

動
強
化
月
間
」
中
に
警
察
が
発

見
・
保
護
し
た
家
出
少
年
は
約

五
千
五
百
人
。
そ
の
う
ち
三
割

が
中
学
生
で
す
。
 

動
機
で

一
番
多
い
の
は
、
「
遊

び
ぐ
せ
」
 
から
の
家
出
で
、
次

い
で
親
子
間

・
家
庭
内
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
に
よ
る
 
「家
庭
問
題
」
 

「
異
性
問
題
の
悩
み
」
 
の順
で
 

十
。
 家

出
は
 

非
行

へ
の
入

口
 

し
か
ら
れ
た
り
、
お
も
し
ろ
 
 

く
な
い
か
ら
と
家
出
す
る
少
年

た
ち
。
と
り
わ
け
最
近
の
中
学

生
に
増
え
て
い
る
の
が
、
友
達

と
二
人
で
家
出
す
る
ケ
ー
ス
で

す
。
 

環
境
が
似
て
い
た
り
、
相
手

に
同
情
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
 

コ
ー
人な
ら
怖
く
な
い
か
？
」
 

と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
出
は
、
何
人
い

て
も
危
険
が

い
っ
ぱ
い
な
の
で

す
。
 

家
を
出
た
も
の
の
、
た
ち
ま

ち
お
金
が
な
く
な
り
お
な
か
が

す
い
て
、
 
“
か
っ
ぱ
ら
い
％

家
出
中
に
暴
力
団
に
狙
わ
れ

て
売
春
を
し
て
い
た
中
学
校
の

女
生
徒
も
い
る
な
ど
、
犯
罪
の

被
害
者
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
 
「
少
年
の
家
出

は
非
行
へ
の
入
ロ
」
 
と
い
って

も
い
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
し
よ
 

・

つ
。
 

■

家
庭
で

の
心

配
り
 

■

で
家
出
を
防

こ
う
 

少
年
た
ち
を
家
出
に
駆
り
た

て
る
背
景
に
は
、
本
人
の
心
の
 
 

問
題
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
や
は
り
家
庭
環
境
が
大
き

な
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま

す
。
 

少
年
た
ち
の
未
来
を
暗
く
閉

ざ
さ
な
い
た
め
に
、
ぜ
ひ
家
庭

で
次
の
よ
う
な
心
く
ば
り
を
お

忘
れ
な
く
ノ

・
 

●

子
供
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
気
楽

に
話
し
あ
え
る
親
子
関
係
を
。
 

●

現
実
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
耐
え
て
が
ん
ば
る
勇
気
が

大
切
な
こ
と
を
教
え
る
。
 

●

ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
持
ち
物

や
言
葉
遣
い
、
態
度
な
ど
に
注

意
を
は
ら
く
 
う
。
 

●

子
供
の
外
出
先
を
常
に
確
か

め
、
帰
宅
時
間
を
守
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
。
子
供
の
友
人
関
係

を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
、
親
同
士
で
と
き
ど
き
連

絡
を
と
り
あ
う
。
 

●

子
供
が
進
学
や
就
職
試
験
に

失
敗
し
て
も
、
思
い
や
り
の
あ

る
態
度
で
接
し
、
挫
折
感
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
。
 

戸
 

《
 



   

の
殉
職
船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
 

詳
し
い
こ
と
や
申
請
は
、
助

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

（
合〇

中
学
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
期
 

三
！
二
三
四
ー
〇
六
六
二
番

間
 

一
人
一
か
月
六
千
円
。
 

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
ー
五
 

別
に
、
小
学
校
入
学
時
に
記
 

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
）
へ
ど
 

念
品
と
し
て
三
万
円
。
 

う
ぞ
o
 

た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に
限
 

 

  

犬
の
放
し
飼
い
は
、
 

絶
対
や
め
て
”
【
 

船
員
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ
 

（お
 
し
 

ら
 

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
 

り
ま
す
o
 

取
り
締
り
強
化
月
間
中
 

 

  

  

せ
）
 

現
在
加
入
さ
れ

て
い
る
人
 

は
、
三
月
三
＋
一
日
で
共
済
期
 

間
が
満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

早
め
に
市
交
通
防
犯
対
策
室
ま
 

た
は
各
支
所
へ
申
し
込
み
く
だ
 

さ
い
。
 

特
に
お
と
し
よ
り
や
幼
児

の
 

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
 

の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ

て
い
な
 

い
人
も
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
 

さ
れ
る
お
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

▽
加
入
で
き
る
人
 
五
所
川
原
 

市
に
住
所
を
も
っ

て
い
る
人
 

▽
共
済
会
費
・
期
間
 

年
額
三
 

百
五
十
円

（共
済
期
間
の
途

中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額

で
す
）
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十

一
日
で
終
わ
り
ま
す
（
途
中

で
加
入
さ
れ
る
人
は
、
加
入

の
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
）
。
 

▽
そ
の
他
 

小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
保
育

所
、
職
場
、
町
内
会
、

各
種
グ
 

  

へ
ー一父
通
（
火
皇
『
共
済
 

年
額
鳳
円
ー
 

（
 
家

族
そ
ろ
っ

て
加
入
し

ま
し
よ

う
 

 

、
 

  

〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 

入院180日
以上を含む っ

】
 

 
150,000円 

実治療日数 フ、院 9 0 日 
q
〕
 
 

以上1 80日 130,000円 
未満を含む 

180 日以上で 
入院90日未満 

4
'
 
 

又は入院なき 110.000円 
ものを含む 

実治療日数 
入
以
 
院
上
 

9
を
 

0含
 
日
む
 

 

!
b
 
 

80,000円 

9 0 日以上 入院90日未満 
《b
  

180 日未満で’ 又は入院なき 60,000円 
ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実 治 療 日 数 10 日 未満 10 巧.000円 

ル
ー
プ
な
ど
二
十
人
以
上
が
加
 

り
扱
い
を
し
ま
す
o
 

入
さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
 

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ

る
咳
傷
事
故
や
苦
情
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
が

被
害
を
受
け
、
大
変
困
っ
て
い

ま
す
の
で
、
犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。
 

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
責
任

を
も
っ
て
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ

う
。
 

①
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
し
ま
し
ょ
う
o
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保険者証の更新のお知らせ 
皆さんが現在持っておられる国民健康保険被保険者

証及び国民健康保険退職保険者証は、 3月31日で有

効期限がきれます。日程表に基づいて更新しますので、 

必らず更新されるようお願いします。 

更新された新しい被保険者証を病院にお出しになら

ないと、医療費の全額を支払うことになりますのでご注

意ください。更新の際は、現在使用している被保険者

証は必らず持参してくださるようお願いします。 

詳しくは、市保険年金課（春⑩211 1番 内線263番） 

へどうぞ。 
◆地区別更新場所及び日程◆ 

地 	区 月lI 曜 更新場所 時 	間 対象地区 

飯 	詰 3.24 月 飯詰支所 9:00-12:00 飯詰地区 

梅 	沢 3.24 月 梅沢支所 9.00--12.00 梅沢地区 

七 	和 3.24 月 七和支所 13.00---16.00 七和地区 

長 	橋 3.24 月 長橋支所 13.00---16.00 長橋地区 

毘沙門 3.25 火 毘沙門支所 9.00-12.00 毘沙門地区 

松 	島 3.25 火
  

市役所 
2階ロビー 9.00-42.00 松島地区 

三 	好 3.25 火 三好支所 13.00 -16.00 三好地区 

栄 3.25 火
  

市役所 
2階ロビー 13.00-16.0O 栄 地 区 

（みどり町含む） 

本 	庁 3.26 水
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本 	庁 3.27 木
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2階ロビー 
9. 0O-15 .00 

本町‘布屋町・弥
生町・東町‘大町
旭町・敷島町 , 雛
田 I 上平井町・中
平井町・下平井町
幾世森 

本 	庁 3.28 金
  

市役所 

2階ロビー 
9. 00-15 .00 

寺町・柏原町・錦
町・幾島町・末広 

J.繁 r-,J4 - 
宮・長橋橋元・湊
団地・若葉 

中 3.29 土 ク 9.00-12.00 中川地区 

各支所を
除く地域 

3.31 
4. 	1 

月
火
 

ク 9.00 -15.00 期日に更新で
きなかった人 

各支所 3. 261-1 I降 もよりの支所 乞O0--15 .00 ク 
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所
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）場所 市保健センター 

ン受付時問 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

一 ※注意 6 か月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

て 

	

	児がん）の検査セットを配布します。なお病気療養中 

（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。 

医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健康教室」 が次の日 

程で開かれます。お気軽においでください。 

レ日時 3 月28日（金） 午後1時 

レ場所 市保健センター 

レテーマ 「脳卒中について」 

レ講師 対馬昭幸先生（対馬内科小児科医院長） 

レ主催 北五医師会 五所川原市民保健協議会 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 か月児 60年11月生 3 月11日（火） 健康診査 

6 カ 月児 60年 8 月生 3 月18日吹） 健康相談 

】 	歳 児 60年 2 月生 3 月24日（月） 健康相談 

1歳6 か月児 59年 9 月生 3 月25日（火） 健康診査 

月 日 午 	 前 午 	 後 

3 月 

相
固
  

10: 00-12 : 00 
マルトモデパート駐車場 

1 :30-4 :00 
マルトモデパ一ト駐車場 

17 
（月） 

1
0町
 

0
0秘
  

1
2
 駐

平
 
和
 
叩
対
医
 
一
馬
院
 
児
 
科
 

 

I:30～・4 】00 
東北電力脚 

五所川原営業所 

鱗讐A乞Q)餓薮堕笑営ぢ茎w磁 

レお間い合わせは 

市衛生課（春，,)21 11 内線268・272番）へどうぞ。 

愛の献血お願いします 

（ 乳幼児の健康診査 ） 
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新入学児の交通安全・お母さん方へ 

具体的に教えてあげましょう 

小学校入学を境にして、子供の活動範囲は大き

く広がります。 同時に、交通事故に遭う危険性も

高くなります。 お母さん方は、子供の特」生を理解

するとともに、お子・さんの毎日の行動や性格を十 
は ．く 

分把握したうえで、具体的に、それぞれの現場に

あった指導を行いましょう。 

くクイズの答えと解脱〉 

クイズに答えたお子さんに、答えを教えてやる

とともに、次のようなことを説明しましょう。 

クイズその1-答・わるい 

歩道といっても、場所によっては、 自転車も通

ります。 ふざけたり遊びながら歩いていると、，主

意力が散漫になり、 自転車にぶつかってしまうか

もしれません。 また、ふざけているうちに車道に

飛び出してしまうことも考えられます。 歩道を歩

く ときは、必ず一列になって歩くよう教えてあげ

ましょう。 また、歩道（路側帯） と車道の違いに

ついても具体的に教えてください。 

クイズその2 答・わるし、 

道路を横断するときは、横断歩道や歩道橋、信

号のあるところを渡るように教えましょう。 車の

間を通り抜けて横断するのは、止まっている車の

陰になってしまうので、反対車線を走る車のドラ

イバーから見えません。 つまり、飛び出しと同じ

ことになります。 このような渡り方は絶対しない

ように教えてください。 

クイス」その3 答・わるい 

青信号の点滅は、信号がもうすぐ赤信号に変わ

るという合図です。 あわてて渡ろうとすると、途

中でころんだり、赤信号になってしまうかもしれ

ません。 青信号の点滅になったときは、次の青信

号になるまで待ってから渡るように教えましょう。 

また青信号になったからといって、すぐに飛び出

さないでください。 交差点は右や左に曲がる車が

あり、横断歩道を横切るかもしれません。 必ず車

が完全に止まったのを確かめ、運転手さんの目を

見て渡るように教えましょう。 

クイズその4一答 よし、 

自転車の交通事故で一番多いのが“飛び出し” 

によるものです。 「一時停」」コ の標識のあるとこ

ろではもちろん、細い道から広い道に出るときは、 

必ずいっ本ん止まり、右左の安全を確かめること

が習慣としてできるよう教えてあげましょう。 

クイズその5一答・わるい 

子供は、物陰で遊んだり、空箱の中に入って遊

ぶのが大好きです。 それ自体悪いことではないの

ですが、 トラックや乗用車のうしろは危険このう

えないのです。 それは、車のうしろや運転席の反

対側などに、 ドライバーの死角があるからです。 

万一、 ドライバーがうしろの安全を確かめないて、 

運転をすると、大事故になります。 ですから、道

路や車の周りでは遊ばないよう1主意しましょう。 
クイス‘その6一答 よい 

子供は、 よきにつけ悪しきにつけ大人のまねを

します。 大人が交通安全の手本となるよう心がけ

てーください。 
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